【様式２】


令和５年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰推薦調書

以下、様式にしたがって、欄内に必要事項を記述又は丸記号を記入してください。
担当者連絡先
	推薦省庁・地方公共団体名
	

	担当者所属部署名・職名
	

	担当者氏名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	


推薦候補者の概要　＜個人の場合＞　※該当無し（団体のみ推薦）の場合、この項目は削除してください。
	主分野
（表彰の対象）
	施設
整備
	
	製品
開発
	
	推進普及の活動等
	

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	

	現住所
	

	生年月日
	

	性別
	男
	
	女
	
	回答不可
	

	職業
	

	主な活動範囲
	

	経歴、活動歴等
	

	ホームページアドレス
	


注1）「主分野（表彰の対象）」は、複数該当する場合でも、主な分野のみ、該当する分野の右欄に丸を付けてください。
注2）「氏名」は。やむを得ない事情があれば通称も可。
注3）「主な活動範囲」は、推薦に関する事業・活動を展開する都道府県、市区町村、海外区域等を記述してください。
注4）「経歴、活動歴等」は、推薦に関する経歴、活動開始から現在に至る経緯を簡潔に記述してください。 

推薦候補者の概要　＜団体の場合＞　※該当無し（個人のみ推薦）の場合、この項目は削除してください。
	主分野
（表彰の対象）
	施設
整備
	
	製品
開発
	
	推進普及の活動等
	

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),団体名)
	

	所在地
	

	代表者役職・氏名
	

	設立年月日
	
	登記・認可等年月日
	

	団体構成員数
	
	年間予算規模
	

	主な活動範囲
	

	障害者雇用率
	

	沿革、略歴等
	

	ホームページアドレス
	


注1）「主分野（表彰の対象）」は、複数該当する場合でも、主な分野のみ、該当する分野の右欄に丸を付けてください。
注2）「団体構成員数」、「年間予算規模」は概数でも結構です。
注3）「主な活動範囲」は、推薦に関する事業・活動を展開する都道府県、市区町村、海外区域等を記述してください。
注4）「沿革、略歴等」は、団体設立、推薦に関する事業・活動開始の経緯、節目に当たる事実関係を簡潔に記述してください。 

功績・功労のポイント（表彰の対象となる施設、製品、取組等が、バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進において、どのような功績・功労が認められるのか、例えば、「独創性」、「波及効果」、「将来性」、「利用者の視点」、「自発性」、「継続性」などといった観点の中から、具体的に記述してください。ここでは概要のみとし、別資料にまとめていただいても結構です。）
	（記載例）※記述する際は削除の上、入力してください。
例１；○○の観点では全国でも珍しい活動等であり、定期的に取材あり（独創性の説明）。 
例２；取材を受けた○○の報道をきっかけに、全国で類似例が生まれている（波及効果の説明）。

例３；開始した際の利用者数が○○人だったが、○○の増設・○○の改良・○○との連携により、ここ３か年で利用者が急増しており、今後、○○の方向性・可能性がある（将来性の説明）。
例４；自発的に開始した活動等により、主たる事業とは別に○○の利用者が増加（自発性の説明）



客観的評価（功績・功労を客観的に評価する新聞・インターネット記事、アンケート等があれば、　　以下、評価の概要を簡潔に記述の上、資料を添付してください。）
	


表　彰　歴（都道府県、指定都市、関係大臣又はこれらに準ずる者等が実施する表彰等の受賞歴があれば記入してください。）
	表彰年月日
	表彰の名称
	表彰理由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


注1）バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰候補者推薦要領2.(4)のとおり、叙勲、褒章（紺綬褒章を除く。）又は内閣総理大臣表彰を受賞した個人又は団体は、本表彰の対象となりません。また、バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進又は関連分野において既に大臣表彰を受賞した個人又は団体については、受賞から３年を経過し、更に功績が積み重なっていることが明らかである場合を除き、内閣総理大臣表彰のみ候補者として推薦いただきます。このため、過去の表彰歴は記載漏れがないようお願いします。
注2）表彰歴がある場合、これに関する関係規程及び実施状況の添付（ホームページアドレスでも可）をお願いします。

その他特記すべき事項（その他推薦に当たり参照すべき事実等があれば簡潔に記述してください。）
	


参 考 資 料
以上のほか、功績・功労の参考となる資料があれば、積極的に添付をお願いします（施設・製品の紹介資料、象徴的な活動等の報告書・PR資料、事業・活動の様子が分かる写真・画像等）。
ご記入ありがとうございました。以上に関し、内閣府担当者から、追加の資料をお願いしたり、　　確認のご連絡をさせていただく場合がありますので、その際にはご協力よろしくお願いします。
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